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2018年 3月 13日 

中央大学ライティング・ラボ 

2017年度後期活動報告書 

 

抄録 

 

2017 年度後期は、実施セッション数 555 件で昨年度同時期の約 1.4 倍となり、69.8％（昨

年度 64.4％）という高い稼働率を維持しました。69.8％という稼働率は、繁忙期には稼働率

が 100％となり、セッションを受けられなかった学生も多かったことを意味します。現状週

４日開室しておりますが、今後の週５日開室を視野にいれた、チューターの育成が喫緊の課

題といえます。 

高稼働率の背後要因として、大学院留学生と学部日本人学生の利用数の増加が挙げられ

ます。大学院留学生に関しては、アカデミックな視点からの支援のみならず、日本語文法や

語句の使い方も丁寧に 1 対 1 で検討できる場としての評価が得られたと思われます。学部

日本人学生に関しては、学部初年次のレポート課題執筆時に利用した学生が、卒論執筆時に

再利用する傾向が見られました。学生のアカデミック・ライティング技能強化に向けて、今

後も初年次教育の底上げに向けた取り組みを検討してまいります。また、専門演習との連携

を模索し、よりよい利用促進につなげたいと考えます。 

 中央大学ライティング・ラボは、学生のアカデミック・ライティング技能の向上に加え、

大学院生のキャリア形成支援の場としての役割を併せ持っています。今後も、院生の教育・

研究能力を向上できるよう制度面での工夫を検討していきます。 

本報告書では、2017 年度後期におけるライティング・ラボの活動状況を記載します。 

Ⅰでは開室状況と利用実績、Ⅱではセッション以外の活動、Ⅲでは来学期以降への所見を報

告します。 
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開室状況と利用実績 

 

Ⅰ-1 開室期間と日数、チューター配置数 

開室期間 2017 年 9 月 21 日から 2018 年 1 月 25 日までの月曜・火曜・水曜・木曜 

開室日数 61 日 

設置セッション数 795 コマ1 

    

スーパーバイザー（SV）：中野玲子  アソシエイト・スーパーバイザー（ASV）：阪口毅 

チューター数 13 名 （一人当たり 4 コマ担当） 

 

Ⅰ-2 受付方針 （2017 年度後期） 

受付優先順位および予約の可否は、文章の種類（対象文章かそれ以外か）に基づく。 

 

1. 対象文章 

授業で課題となったレポート及び発表レジュメ、卒業論文、修士論文、博士論文、

投稿論文、プレゼンテーション原稿（スライド用・口頭用）、研究計画書、ボランテ

ィアセンター報告書、総合政策部プロジェクト活動報告書 

 

2. 空きがある場合につき、受け付ける文章 （予約不可） 

奨学金応募書類に含まれる志望動機書 

留学志望書 

公務員試験練習課題 

そのほか、アカデミック・ライティングの観点でコメントできそうな文章 

外国語／日本語翻訳（授業の課題のみ） 

 

 

3. 受付不可とする文章 

就職活動関係の文章（キャリアセンターへ案内） 

メールや手紙の文章 

公務員試験以外の筆記試験対策のための相談 

 

Ⅰ-3 実施セッション数と稼働率 

実施セッション数（延長を含む）： 555 コマ（前年比 142.3％） 

セッション稼働率：69.8％ （前年度 64.4％） 

 

                                                   
1 稼働可能なブース数すなわちチューターの配置数をコマとしてカウントした。 
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表：月別セッション設置数と稼動数 

 設置数 稼動数 稼働率（％） 

9月 66 43 65.2 

10月 205 116 56.7 

11月 190 131 68.9 

12月 199 173 86.9 

1月 135 92 68.1 

合計 795 555 69.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）2013 年度より日本人学部生の利用が開始された。 

 

【所見】 

前期に 2014 年度以来（前年度より全学対象）の 2 度目のブレイクスルーを迎えたが、後期の利用者はさ

らに増加している。今後の週 5 日開室にむけての確実な需要が見込まれる。 
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【所見】 

後期は一貫して 50％以上を維持した。ピーク月には稼働率 80 パーセントを超え、予約枠もいっぱいと

なり、チューターはほぼ空きコマなしで勤務する状況となった。来年度はチューターの労働環境の改善を

行いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【所見】 

高い稼働率が、今年度を通じて維持された。「出張宣伝」をきっかけとして構築された特定の教員との協

力関係が持続し、高い需要を支えたといえる。後期は修士論文の需要が高まるため、冬休み中の特別開室

日を設ける必要があるかもしれない。利用者からは、開室日・時間の拡大を求める声が多く寄せられてい

る。 
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Ⅰ-4 利用学生の内訳 

＊利用学生数（延べ）2  

2017 年度後期合計 555 名（前年比 142.3％）3 

大学院日本人学生     11 名（前年度 2 名） 

大学院留学生    202 名（60 名） 

学部日本人学生    284 名（227 名） 

学部留学生             45 名（7 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【所見】 

留学生と学部日本人学生の顕著な増加が見られる。学部日本人学生に関しては、1 年次に利用していた

学生が、ゼミ論や卒論の執筆にあたって再度利用するケースがみられた。留学生に関しては、前年度まで

伸び悩んでいた利用の復活と増加が顕著である。アカデミック・ライティングの観点からの検討はもちろ

ん、丁寧に「日本語チェック」してもらえるという評価が得られたのではないだろうか。一方で、大学院日

本人学生の利用は伸び悩んでいる。2018 年 3 月に実施した日本学術振興会特別研究員の申請作成ワークシ

ョップなど、ライティング・ラボの潜在力を生かせるような新たな需要の掘り起こしが必要となる。 

 

＊利用学生の所属 

法学研究科                3 名 

経済学研究科               13 名 

商学研究科                9 名 

                                                   
2 延べ利用数。実施セッション数に基づくため、同一学生の同一日利用および連続セッションを含む。 
3 教授会での教員への広報、および「出張宣伝」による学生への広報活動の成果と思われる。 
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文学研究科              150 名 

総合政策研究科       51 名 

公共政策研究科        0 名 

法学部              106 名 (うち法学部通信教育課程 10 名) 

経済学部                   62 名 

商学部         53 名 

文学部        102 名 

総合政策学部                6 名 

公共政策学部        0 名 

 

＊利用学生の学年 

学部 1 年             89 名 

学部 2 年             20 名 

学部 3 年                    36 名 

学部 4 年            167 名 

学部 5 年以上   17 名 

博士課程前期／修士 1 年          46 名 

博士課程前期／修士 2 年    153 名 

博士課程前期／修士 2 年以上      23 名 

博士課程後期 1 年             2 名 

博士課程後期 2 年             0 名 

博士課程後期 3 年             2 名 

博士課程後期 4 年以上            0 名 

研究生        0 名 

科目等履修生              0 名 

 

＊利用学生の母語 

日本語                    295 名 

中国語      214 名 

アラビア語             43 名 

英語                   3 名 

 

Ⅰ-5 相談文章の種類  

卒業論文     135 件 

修士論文     159 件 

博士論文                        2 件 
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授業のレポート           131 件 

ゼミ論文      26 件 

投稿論文       0 件 

研究計画書（入試用）    26 件 

研究計画書（入試用以外）     7 件 

ゼミ及びプレゼンのレジュメ    24 件 

発表用口頭原稿      3 件 

その他      41 件 

※その他の内訳 

奨学金応募書類、翻訳課題、スピーチ原稿、ゼミ選考資料、入試用プレゼン資料など 

 

Ⅰ-6 利用学生からの評価──アンケート調査より 

各セッション終了後、利用学生に任意でアンケート記入をしてもらった。アンケート回収

数は 382 通。各質問項目と結果は以下の通りである。 

 

1. セッションは有益だったか4 

有益ではなかった    4 件5 

あまり有益ではなかった   2 件 

有益だった    74 件 

とても有益だった  300 件 

 

2．セッションでできたこと6 

日本人学生 

・心のケア      4 件 

・問題発見       16 件 

・一緒に検討できた。アドバイスがもらえた 27 件 

・書くプロセスの確認    13 件 

・文章構成     71 件 

・論点整理     51 件 

・テーマ／問いと主張    19 件 

・引用      16 件 

・そのほかアカデミック・ライティング技術 8 件 

   

                                                   
4 「有益ではなかった」「あまり有益ではなかった」「有益だった」「とても有益だった」の 4 段階評価。 
5 「1. 有益ではなかった」の４件中３件は、コメント欄に有益だったと分類できる記載があるため、

「4．とても有益だった」の記入ミスと考えられる。 
6 「セッションでできたこと」をコード化して分類。複数回答可。上位回答のみ」記載。 
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留学生 

・アドバイスがもらえた    7 件 

・日本語文法が検討できた   53 件 

・論点が整理できた     16 件 

・文章構成が検討できた     13 件 

 

【所見】 

（1）学部日本人学生は、セッションで論点の整理や文章構成等文の大枠を決めるための検討をすることが

多い。アンケートから、レポート課題作成プロセスを利用して、課内で学んだ専門知識を論理的に外

言化するための支援ができていることが伺える。 

（2）留学生は来室時のニーズとしては日本語文法が 9 割以上を占める。しかしながら、今期は、文章構成

や論点の整理ができたとアンケートにて回答した学生が増えている。日本語文法チェックがラボ利用

の入り口とはなっているものの、アカデミック・ライティング面での支援の効果がアンケート結果か

ら伺える。 

（3）学生がセッションの目標を明確に理解していることがわかるアンケート結果が増えている。セッショ

ンの目標を学生とチューターが共有することができており、セッション効果も上がっているといえる。

セッションの目的共有もチューター技術の一つであり、チューター研修の成果が出ているといえよう。 

 

3. セッションまたはラボに対する要望など 【日本人学生・留学生あわせて】 

○セッション増希望 15 件 

・金曜日の開室希望 他 12 件 

・修論提出前に開室希望 1 件 

・時間延長希望 2 件 

 

【所見】 

チューター数を確保した後、週 5日開室を検討したい。冬季開室に関しては、12月の需要を見ながら 2018

年度に検討したい。時間延長はせず。 

 

○予約方法 1 件 

・電話予約ができること 

 

○広報 4 件 

・イベント実施 1 件 

・教員からの宣伝 1 件 

・場所の告知  1 件 

 ・通教の人に知ってもらいたい  1 件 
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○その他 2 件 

・専門分野のチューターにセッションしてもらいたい 2 件 

【所見】 

ライティング・ラボは領域を横断して支援をする機関であるため、今後も専門分野に関係なくセッショ

ン担当を実施する。 

 

Ⅱ セッション以外の活動 

 

Ⅱ-１ 広報活動 

Ⅱ-1-1 授業への出張ガイダンス 

2016 年前期から引き続いての試み。全教員へ向け、チラシとメールで出張宣伝の実施を

告知。宣伝はチューターが担当した。入学の時期ではないため、後期の利用は少なかったも

のの、初回利用者の来室のきっかけは教員の勧めによるものが多い。初年次教育の底上げに

つなげるためにも、来年度も専門演習との連携の一環として継続していきたい。 

 

 

【所見】 

新規利用者の 6 割超が教員からの勧めで来室している。今後も継続して、教員へのラボの周知を図りた

い。また、学生のレポート課題遂行のプロセス支援に向けて、教員と緊密に連絡を取るなど専門課程との

連携のあり方を工夫したい。  
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初回利用者の来室きっかけ（2017年後期）
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Ⅱ-1-2 第 2 回講演会開催  

全学へのラボの広報とチューターの研修を兼ね、講演会を下記の通り実施した。大学院留

学生の高いラボ利用率が中大ラボの特徴でもあるため下記のテーマを選択した。 

 

＊テーマ：留学生のレポート指導接触場面における問題とその対処法 

―山あり谷ありの修論指導の現場から― 

＊講師：加藤好崇教授（東海大学国際教育センター） 

＊実施日、場所： 

1 月 22 日（月）13：20～14：50  2 号館 2565 教室  

＊参加者 学外からの参加・・・5名 

     学内からの参加・・・14名 

 

【所見】 

（1）日本語教育学会・言語管理研究会を通して学外に広報を実施。他大で留学生の修論指導をしている教

員やライティングセンター担当者が４名参加した。留学生への修論指導またライティング・ラボの取

り組みについての関心が学外からも寄せられているがわかる。 

（2）講演では「専門教育」「日本語教育」「アカデミック・ライティング支援」の３つが、留学生の修論指

導で必要である旨、言及があった。今後は、アカデミック・ライティング支援機関としてのラボと、

専門教育／日本語教育担当者間での連携を模索したい。 

（3）セッション風景動画を上映したところ、学内教員から「ラボの活動を知らなかった」旨発言があった。

今後も継続して、学内教員へのラボの周知を図るため工夫をしていきたい。 

 

Ⅱ-3 チューター研修 

今学期は、専門性の高い文章診断／配架資料の利用方法／セッション振り返りを研修テ

ーマとし、全８回実施した。 

 

【所見】 

専門性の高い文章を領域横断でセッションするためにはチューターに高い技能が求められる。来学期以

降も研修の場を利用して、セッション技能の向上を図りたい。 

 

Ⅱ-4 中央大学杉並高等学校へのチューター派遣 

＊開室期間とチューター数 

開室期間  2017 年 9 月 26 日から 11 月 16 日までの火曜・木曜・金曜 

開室日数  15 日 

チューター数 3 名 
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＊利用実績 

設置セッション数 85 セッション 

セッション実施数 74 セッション 

セッション稼動率 87.06％ 

 

【所見】 

（1）派遣を通して、チューターの学びと成長がみられた。高校へのチューター派遣が、高校生への支援

に加え、チューターのキャリア形成支援という側面も併せ持つことがわかる。 

（2）今年度は 5 月に実施したワークショップを来年度は４月に実施。開催時期を早めることで、文章執

筆プロセスのより早い段階から支援ができるようにする。 

 

 

Ⅲ 来期に向けた所見 

 

Ⅲ-1 来年度の体制について 

2018 年 4 月よりアソシエイト・スーパーバイザーが他大の常勤職に就任し、中大ラボで

の勤務時間が減少する。これに伴い来年度から、シニアチューターを３名に増員する。 

 

Ⅲ-2 ライティング・ラボの役割について 

 初回ラボ利用が学年初年次という学生が増加し、長期的なアカデミック・ライティング支

援につながる可能性が高まっている。このような点から、学部生のアカデミック・ライティ

ング技能の底上げにラボが寄与できたと思われる。 

 また、キャリア形成の場としてのラボの役割であるが、2019 年度から ASV とチュータ

ー1 名が他大の常勤職に就任するにあたり、大学院生の教育・研究能力養成の場としての役

割も果たしている。今後は、ドクターとポスドクのキャリア形成支援のみならず、修士修了

者のキャリア形成支援の場ともなるよう取り組みを進めたい。 

 

 

 

以上 

     

2018 年 3 月 13 日 

スーパーバイザー 中野玲子 

アソシエイト・スーパーバイザー 阪口 毅 
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付録 ライティング・ラボ講演会 資料（2018年 1月 22日／中央大学多摩キャンパス） 

『留学生のレポート指導接触場面における問題とその対処法 ―山あり谷ありの修論指導の現場から―』 

加藤好崇教授（東海大学国際教育センター） 
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